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下
水
道
を
整
備
し
て
も

区
域
の
約
10
％
の
方
は
浄
化

槽
か
ら
切
替
え
て
お
ら
ず
下

水
道
事
業
に
と
っ
て
不
利
益

と
考
え
る
。
理
由
に
接
続
工

事
が
個
人
負
担
で
あ
る
こ
と
、

下
水
道
は
浄
化
槽
と
比
べ
高

い
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

　
　

接
続
工
事
に
は
上
限
50

万
円
の
貸
付
制
度
が
あ
り
、

ま
た
、
試
算
で
は
下
水
道
使

用
料
は
年
間
約
３
万
８
千
円
、

合
併
浄
化
槽
は
保
守
点
検
、

清
掃
等
を
含
め
約
５
万
９
千

円
と
下
水
道
の
ほ
う
が
安
い
。

　
　

工
事
費
用
は
多
く
の
自

治
体
が
補
助
を
出
し
て
お
り
、

本
市
も
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

使
用
料
も
下
水
道
が
安
い
の

で
あ
れ
ば
周
知
不
足
と
考
え

る
。
ま
た
、
料
金
の
徴
収
対

象
で
あ
る
汚
水
は
約
60
％
で
、

残
り
は
収
入
に
な
ら
な
い
不

明
水
で
あ
り
、
１
％
改
善
す

る
と
県
に
支
払
う
汚
水
処
理

費
が
約
５
０
０
万
円
削
減
で

き
る
。
下
水
道
管
の
破
損
発

見
や
雨
水
浸
入
防
止
型
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
へ
替
え
る
な
ど
、

一
層
努
力
す
べ
き
で
は
。

　
　

下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
順

次
、
改
修
し
て
い
く
。

●
制
服
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　
　

小
・
中
学
校
と
も
に
入

学
準
備
に
は
金
銭
的
負
担
が

大
き
い
。
中
学
入
学
で
は
制

服
を
含
め
、
一
式
約
10
万
円

か
か
る
が
、
こ
の
保
護
者
負

担
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

中
学
校
の
入
学
時
の
一

時
的
な
費
用
負
担
は
多
額
で

あ
り
、
経
済
的
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

制
服
な
ど
の
リ
ユ
ー
ス

を
行
っ
て
い
る
学
校
や
市
町

村
が
あ
る
。
譲
り
た
い
、譲
っ

て
ほ
し
い
、
家
庭
の
橋
渡
し

で
あ
る
「
制
服
バ
ン
ク
」
を

本
市
で
取
り
組
め
な
い
か
。

　
　

卒
業
後
に
学
用
品
を
提

供
し
て
も
ら
う
「
制
服
バ
ン

ク
」
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
実
施
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

問問
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市政に対する	一般質問市政に対する	一般質問

　
　

行
田
市
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
人
口
減
少
が
進
ん

で
い
き
、
よ
り
一
層
財
政
状

況
も
厳
し
く
な
る
中
、
人
口

規
模
に
見
合
っ
た
形
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
計
画
の
着
実
な
実
施
が

求
め
ら
れ
る
が
、
一
部
を
前

倒
し
す
る
可
能
性
は
あ
る
の

か
。

　
　

令
和
７
年
度
に
除
却
を

予
定
し
て
い
た
市
営
小
見
住

宅
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
入

居
者
が
退
去
し
た
こ
と
に
伴

い
、
計
画
を
前
倒
し
し
て
令

和
元
年
度
に
除
去
を
行
っ
た
。

今
後
も
施
設
の
状
況
や
社
会

情
勢
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化

な
ど
に
応
じ
て
計
画
の
前
倒

し
も
考
え
て
い
く
。

　
　

公
共
施
設
へ
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
に

つ
い
て
、
栃
木
県
栃
木
市
で

は
、
市
内
の
総
合
体
育
館
や

文
化
会
館
、
野
球
場
な
ど
で

年
額
50
万
円
か
ら
１
０
５
万

円
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を

実
施
し
て
い
る
が
、
本
市
で

将
来
的
に
導
入
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
の
か
。

　
　

施
設
自
体
に
広
告
効
果

が
あ
り
、
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
特
定
の
施

設
に
お
い
て
成
功
例
が
見
ら

れ
る
一
方
で
、
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
に
左
右
さ

れ
る
リ
ス
ク
や
ス
ポ
ン
サ
ー

に
長
期
に
わ
た
り
、
負
担
が

生
じ
る
な
ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。
本
市
と
し
て
は
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入

す
る
考
え
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
自
主
財
源
の
確
保

は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る

歳
入
確
保
策
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

○
予
算
編
成
に
つ
い
て

○
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
（
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
）
に
つ
い

て○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
に
つ
い
て

答

答

問問

公
共
下
水
道
は
合
併
浄
化

槽
に
比
べ
て
高
い
の
か

斉	

藤	

博	

美
（
日
本
共
産
党
）

公
共
施
設
に
つ
い
て

福	

島	

智	

雄
（
れ
い
わ
創
生
の
会
）

　
　

市
長
は
行
田
市
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
審
議
会
に
剪
定
枝

木
の
肥
料
化
を
諮
問
し
た
が
、

令
和
30
年
に
は
、
本
市
の
人

口
は
約
５
万
２
千
人
と
推
計

さ
れ
、
税
収
も
減
少
が
見
込

ま
れ
る
中
、
な
ぜ
税
金
を
使

い
堆
肥
化
す
る
の
か
。
そ
の

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　

現
在
、
焼
却
し
て
い
る

剪
定
枝
を
堆
肥
化
し
、
再
利

用
す
る
こ
と
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
諮
問
し
た
も
の
で
あ

る
。
焼
却
し
た
方
が
費
用
は

安
い
と
思
わ
れ
る
が
、
決
定

し
た
も
の
で
は
な
く
、
審
議

会
の
結
果
を
尊
重
し
た
い
。

　
　

越
谷
市
の
東
埼
玉
資
源

環
境
組
合
の
施
設
を
参
考
に

し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
市
長

は
視
察
し
て
い
る
の
か
。

　
　

視
察
し
て
い
な
い
。
部

課
長
が
行
っ
て
い
る
。

　
　

計
画
し
て
い
る
建
設
費

と
概
算
費
用
は
。

　
　

建
設
費
は
約
２
億
５
５

０
０
万
円
、
運
営
費
は
20
年

間
で
７
億
２
千
万
円
、
合
計

９
億
７
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
　

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

は
、
年
間
約
９
千
万
円
の
赤

字
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。

組
合
に
事
業
実
施
の
経
緯
を

聞
く
と
Ｐ
Ｒ
の
た
め
で
、
初

め
か
ら
採
算
は
考
え
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私

は
、
視
察
の
結
果
、
本
事
業

は
行
わ
な
い
こ
と
が
最
善
と

判
断
し
た
が
、
本
市
の
審
議

会
で
は
、
ご
み
の
量
や
維
持

管
理
費
等
の
判
断
材
料
を
出

さ
ず
、
何
を
審
議
す
る
の
か
。

　
　

環
境
配
慮
型
の
施
設
も

必
要
と
考
え
、
提
案
し
た
も

の
で
あ
り
、
費
用
は
示
し
て

い
く
の
で
、
十
分
な
審
議
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

答答答 問問問

答 問

剪
定
枝
木
の
堆
肥
化
施
設

建
設
に
つ
い
て

高	

橋	

弘	

行
（
市し
せ
い井
悠
々
）家庭から出された剪定枝




